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是非ご来館ください。お待ちしております。 
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入館料   
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（休日に当たるときは、

直近の平日）、年末年始 

史跡・文化財めぐり 鍋倉城跡（遠野市） 



 

都南の素封家藤川清助（栄助）と原敬 

都南歴史民俗資料館 館長 小沢一昭 

 昨年の「となん歴民だより」Vol.52で，「原敬と藤川清助」について取り上げました。その事がきっかけ

で今年の都南公民館との連携事業で，もう一度聞いてみたいという要望があり，移動資料展で講話をするこ

とになりました。そこでその内容の一部を抜粋・要約して掲載したいと思います。 

●清助の書簡について 

清助は，宮崎
みやざき

求
もと

馬
め

に就いて漢学を学んだと伝えられているが，かなりの能筆家であった。当資料館には，

清助が 21歳の時，当時村会議員をしていた武藤文助に宛てた書簡が保管されている。内容は「心配をかけて

いた徴兵検査で落選し，本来は恥ずべき処であるが，家に取っては喜ばしいことである。そこで一献差し上

げたいので，どうぞおいで下さい。」というようなものであるが，その書体は流麗にして大胆な運筆で見事

なものである。 

郷土の宰相原敬を信奉していた清助は，再びの来訪を待ち望み，松材のみで立派な離れ座敷を新築して待ってい

た。しかし原敬が大正 10年（1921）東京駅で暗殺されたため，菖蒲田の家を訪れることはなかった。 

 その後清助は，大正 14年（1925）衆議院選挙で初当選し，初めて中央の政界に進出したのである。そして地方

自治や産業の発展に多大な功績をあげ，昭和 14年（1939）には皇室及び伊勢皇大神宮に新穀を献上する「献穀

田」に岩手県の代表として選ばれた。これは大変名誉なことであり，儀式には清助の息子である勇助夫妻の姿もあ

った。 

 しかし，その勇助が昭和 15年（1940）急性盲腸炎になり他界したのである。その時勇助の子どもの慶助はまだ

10歳であった。人望があり将来を有望されていた勇助を失った清助は，翌々年の昭和 17年（1942）74歳でその生

涯を閉じたのである。 

 現在，菖蒲田は慶助の子どもである 12代清助氏が受け継いでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武藤文助宛藤川栄助（清助）書簡 （当館蔵） 

清助 21 歳のときのもの 

昭和 14 年（1939）献穀の祭事に出席する 

藤川勇助夫妻 



  

 

 

 

 

●「となん・かけはしの会」史跡・文化財巡り 

 当館を事務局とする「となん・かけはしの会」の活動である，今年度の史跡・文化財めぐりは，「遠野南

部氏の里遠野市を訪ねて」をテーマに，去る 10月 18日（木）開催されました。 

 今年度の行き先は遠野方面でした。当会副会長の外川靖博氏の案内で，志和佐比内代官所跡，立福山鳳仙

寺，清心尼公墓所，阿曽沼氏墓所，鍋倉城跡を見学し，昼食を挟んで，遠野文化研究センターの前川さおり

氏の講話を聴講し，遠野市立博物館を見学しました。当日は天気にも恵まれ，会員の皆さんは気持ちよく史

跡を見学し，また，外川氏の豊富な知識と前川氏のわかりやすい解説に，たいへん勉強になったと喜んでお

られました。この場をお借りして御両名に深謝いたします。 

 なお，「となん・かけはしの会」では，随時会員を募集しております。詳しくは，盛岡市都南歴史民俗資

料館 019－638－7228まで。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●都南歴史民俗資料展移動資料展 セレクション 2018 

 当館の所蔵資料を都南公民館に移動して展示する「都南歴史民俗資料館移動資料展」は，10月 27日(土)～

10月 28日(日)，11月 3日(土・祝)～11月 4日(日)の 4日間開催されました。今回は，「セレクション

2018」をテーマに，考古資料・歴史資料・民俗資料を展示いたしました。 

 また、関連事業として 10月 28日（日）には当館館長小沢一昭による講話「都南村の素封家藤川清助と原

敬」，11月 3日（土・祝）にはスゲによるハバキ制作体験が行われました。 

 お越し頂いたお客様，お手伝いいただいた「となん・かけはしの会」会員の皆様に心から御礼申し上げま

す。 

秋の事業報告 

清心尼公墓所の碑 鳳仙寺 山門 
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盛岡市所在指定･登録文化財紹介○57  

市指定有形文化財 

 

木造地蔵菩薩坐像（酒買地蔵尊） 

一木造，素地
き じ

仕上げの像で，江戸時代初

期の地方仏師の作と考えられます。 

目は彫眼で，左手には欠失していますが

宝珠を載せていたと考えられます。台座は

後世につけられたもので，本像の前には

「御前
お ま え

立
だち

」として，地蔵菩薩半跏
は ん か

像が安置

されています。 

本像は，小僧に姿をかえて酒屋に通った

という「酒買地蔵」の言い伝えでも知られ

ており，毎年 7月下旬には酒買地蔵尊例大

祭が，また旧暦の年越にあたる 1月下旬に

は裸参りが行われ，広く親しまれていま

す。 
参考文献：盛岡市教育委員会『もりおかの文化財』

(2008) 

資料は語る○57  

 

【桜花散文南部形鉄瓶】 

盛岡の名物のひとつに，南部鉄器が挙げられ

る。 

この鉄瓶は，南部形という形で，尾垂れに羽

欠きが施されており，肌一面には，桜の花が鋳

出されている。桜は日本人に好まれるモチーフ

で，鉄瓶にも多く用いられる。 

鋳銘には「小泉仁左衛門」とある。小泉家は

盛岡を代表する鉄器職人の家系で，代々仁左衛

門を襲名している。藩政時代には「御釜屋
お か ま や

」と

して召し抱えられ，秀麗な茶釜や鉄瓶を生み出

してきた。 

この鉄瓶が何代目の仁左衛門の作であるか

は不明だが，盛岡に連綿と息づく伝統技術の美

しさを今に伝える優品である。 

【
前
編
の
あ
ら
す
じ
】 

斯
波
氏
の
家
来
に
大
ヶ
生
玄
蕃
と
い
う
者
が
あ
り
、
本
名
は
川
村

と
い
っ
た
。
大
ヶ
生
殿
に
は
、
妾
腹
の
長
男
太
郎
と
、
大
ヶ
生
で
出
生

し
た
二
男
治
郎
の
二
人
の
子
が
あ
っ
た
。
郷
の
者
は
治
郎
を
跡
継
ぎ

に
と
望
ん
で
い
た
が
、
太
郎
を
跡
継
ぎ
に
望
む
大
ヶ
生
殿
は
、
争
い
を

怖
れ
ど
ち
ら
が
家
督
を
継
ぐ
か
明
言
を
避
け
て
い
た
。 

大
ヶ
生
に
は
大
ヶ
生
柿
と
い
う
種
な
し
柿
が
あ
り
、
種
を
食
い
あ

て
た
者
に
は
大
い
に
幸
い
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
大
ヶ
生
殿
は

種
を
食
い
あ
て
た
者
に
家
督
を
譲
る
こ
と
に
決
め
た
。 


